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〈お問い合わせ〉国土交通省東北地方整備局

今こそ、インフラを訪ねる
旅に出よう！
～インフラツーリズム～

津軽ダム 水陸両用バス

十三湖水戸口突堤全景

北突堤

橋、道路、ダム、港などのインフラ（公
共施設）を観光資源のひとつとして活
用する取り組みです。
建設中のダムや監査廊など、普段なかなか入る機会のない
インフラ施設を公開・開放しています。施設に来て、見て、聞
いて、触って、「非日常」を体感してみませんか？
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青森県五所川原市

“インスタ映え”日本海の夕日を堪能！

お問い合わせ先

実施時期
時間帯
料金
備考

施設までのアクセス
国土交通省
東北地方整備局　青森河川国道事務所　計画課
〒030-0822 青森県青森市中央3-20-38
［TEL］ 017-734-4529
［FAX］ 017-722-2577
［MAIL］ thr-aomori01@mlit.go.jp
［URL］ http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/

〈車〉　東北自動車道「浪岡IC」から約75分
〈バス〉五所川原駅より弘南バス小泊線
　　　（十三経由）乗車、中の島公園入口下車

5月～10月
18：00～20：00
無料
季節によって見頃の時間は異なります

十三湖は青森県で３番目に大きく、自然豊かな湖で
す。日本海の夕日も堪能できます。

「水戸口」は、津軽の母といわれる岩
木川の河口部。強い南西風による荒
波で過去幾度も閉塞を繰り返し、そ
の度に岩木川下流域は大きな浸水
被害を受けていました。この被害を解
消すべく、大正７年から調査測量を
開始し、昭和２１年に水戸口突堤を
完成させました。以後、河口閉塞によ
る浸水被害は一度も発生しておらず、
十三湖の漁業や農業振興に大きな
役割を果たしています。
岩木川の治水と津軽平野の発展の礎となった貴
重な土木遺産として、平成２８年に土木学会選奨
土木遺産に認定されました。

約30年前に廃止となった青函連絡
船の歴史探訪とみなとオアシスの周
遊。北防波堤は波を防ぐだけでな
く、散策や休憩の場としても利用で
きます。

八甲田丸

クルーズ船と北防波堤
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フロントエリア （みなとオアシスあおもり）
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青森県青森市

「青函連絡船メモリアルシップ
  八甲田丸」施設見学

お問い合わせ先

実施時期
時間帯

料金

NPO法人あおもりみなとクラブ
〒038-0012 青森県青森市栁川一丁目112番15地先
［TEL］ 017-735-8150 ［FAX］ 017-735-8170
［URL］ http://aomori-hakkoudamaru.com

通年
4月～10月 9：00～19：00（休館日なし）
11月～3月 9：00～17：00
　　　　 　  休館日：月曜日、12月31日、
　　　　 　  1月1日、3月第2週の月～金曜日
大人：500円、中高生：300円
小学生：100円、幼児無料

最小案内人数1名

青函連絡船のスケールの大きさを目の当たりにし、
本来の役割を学ぶことができます。
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青森県七戸町

「道路のつくり方」を現場体験で学ぼう

お問い合わせ先

実施時期
時間帯
料金

最小案内人数

施設までのアクセス
国土交通省
東北地方整備局　青森河川国道事務所　計画課
〒030-0822 青森県青森市中央3-20-38
［TEL］ 017-734-4529
［FAX］ 017-722-2577
［MAIL］ thr-aomori01@mlit.go.jp
［URL］ http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/

〈車〉東北新幹線「七戸十和田駅」から12分程度

6月～10月の平日
10：00～15：00
無料
10名

体験型の現場見学で工事説明を聞くことで、道路の
つくり方への興味・理解が深まります。

青森県の主要都市である青森市と八
戸市をつなぐ高規格道路、上北自動
車道（L＝24km）の最後の事業区
間。天間林道路（L＝8.3km）の完成
で、青森～八戸間のルートが大きく
変わります。移動時間の短縮や現道
の交通混雑緩和に加え、高速道路の
延伸による物流の効率化、速達性・
定時性の向上による沿線地域の企
業立地や雇用の増加など、更なる地
域活性化が期待されます。

津軽ダム全景

ライトアップ

3津軽ダム
つがる

青森県西目屋村

ダム湖にはり出した取水塔通路から
多様な眺望を楽しめる

お問い合わせ先
実施時期
時間帯
料金

最小案内人数 国土交通省
東北地方整備局　岩木川ダム統合管理事務所
〒036-1422 青森県中津軽郡西目屋村大字
　　　　　　 居森平字寒沢１３８－２
［TEL］ 0172-85-3035 ［FAX］ 0172-85-3061
［MAIL］ thr-iwakigawa01@mlit.go.jp
［URL］ http://www.thr.mlit.go.jp/tugaru/

施設までのアクセス
〈車〉東北自動車道「大鰐弘前ＩＣ」から弘前市経由で
　　約60分
　　青森空港から弘前市経由で約80分

施設までのアクセス
〈徒歩〉青森駅（JR・青い森鉄道）から5分
〈車〉　青森自動車道「青森中央IC」から20分
〈電車〉JR「新青森駅」から奥羽本線で6分
　　　「青森駅」下車、徒歩5分

土・日・祝日以外の平日
9：15～11：45、13：15～16：15
無料

備考・希望日の2週間前までにお申し込み
 ください。
・冬期間は、見学コースを変更します。
・４つのコースを用意しています。
 お気軽に電話でご相談ください。

5名

国内最大の『コンジットゲート』を間近で見学できま
す。監査廊を通り、ダム下流へ出て、ダムを見上げる
体験は正に圧巻です。
津軽ダム資料展示室は自由に見学可。ダム建設の
歴史を学ぶ事ができます。

一級河川・岩木川水系岩木川に建設
され、平成28年10月に完成した青森
県で最大の重力式コンクリートダム。
ブナの原生林で知られる世界自然遺
産『白神山地』の青森県側の玄関口
に位置します。同じ流域の浅瀬石川
ダムと共に津軽平野の治水・利水の
効果を連携して発揮。周辺環境と調
和するデザインが評価され、直轄ダム
としては全国初となる「2017 グッド
デザイン賞」を受賞しました。

東北版インフラツーリズム
ホームページのご案内

東北地方整備局管内のインフラ施設をホームページで公開しています。
春夏秋冬のインフラ施設の魅力をまとめた動画も公開中です。

www.thr.mlit.go.jp/infra/

詳細は
ホームページから

チェック！
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・八甲田丸／青函連絡船80年の歴史や構造を
  知ることができる資料のほか、本物の鉄道
  車両が展示されています。
・北防波堤／全長310mの歩ける防波堤の先端には
  AOMORIのAをデザインした西灯台が設置され、
  360°眺望できる海のプロムナードとなっています。
・歩道橋：ラブリッジ／青森ベイサイドにある
  「八甲田丸」と「青森観光物産館アスパム」を
  結ぶ便利な歩行者専用の橋です。


